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1920 O 改ポむッター式浮選法を廃止し， リピングストン式に
1924 O O 茂住選鉱第 次改修工事完成
1926 O 。 茂住選鉱第二次改修工事完成
1927 O 鹿間に優先浮選法による100t工場操業開始
O リピγ グストン法廃止
























ら414坪になったu また，鹿間選鉱場の鉱夫184人，職員8人は各々， 51人， 2 
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メッ、ンュ 鉱量 銀 長占 亜 鉛 酸 イb 物
(%) g(t (%) (%) 
+ 14.5 9 0.22 1.4 0.03 0.40 
+ 1口 12.9 5 0.26 1.3 0.09 0.55 
+ 2日0 17.2 5 0.34 1.2 ¥0.16 0.60 
+ 300 13.1 4 0.48 1.3 0.28 0.55 









+ 35 2.11 2.70 3.68 
十 48 4.23 6.76 9.24 
+ 65 12.27 22.97 16.65 
+ 80 9.71 12.16 22.20 
+ 100 8.46 10.81 7.38 
+ 150 11.28 13.51 12.94 
十 200 4.16 10.00 9.60 
+ 25日 0.67 2.43 2.56 
十 300 0.21 5.41 4.30 
300 40.90 13.25 11.45 
言十 100.00 100.00 100.00 
〔出所う 同.第41重要より.





64 (64) 第 119巻第1.2号
第4表 1938年全泥優先浮選鹿間尾鉱粒度別表
亜 i'ci 尾 鉱
メ ツ う〆ユ
量 %1 銀 g/t1 鉱 鉛 鉛%
+ 35 11.6 7 0.04 1.8 
十 48 3.3 8 0.04 1.2 
十 65 5.0 B 0.04 1.0 
+ 80 7.6 6 0.04 0.5 
十 100 7.0 3 Tr 0.2 
+ 150 10.0 5 Tr 0.4 
? 200 17.6 2 Tr 0.2 
十 250 3.3 3 0.04 0.3 
+ 3口0 6.0 6 0.05 0.5 
3日O 28.6 2 0.06 0.6 















































































































































































この他，同年5月 1日「宮山日報J. 同年6月17日「富山日報 1. 同年9月 2
日「北陸タイムスJ. 同年9月 4日「北陸タイムスJ. 同年12月 4日「北陸タイ
ムスJ.同年12月15日「北陸タイムス」が， 鉱毒防止期成同盟の設立， 農業被
害，神岡鉱山との交渉などについて報道している。

















これに対応して， 1933年 4月7日「北陸タイムア、j， 同年5月 7日「北陸タ






































6) r三井鉱山五十年史稿本類」未公開， rイタイイタイ病裁判J第 l巻，描3ベー タより再iJlo

























7) ，鉱炉」第10号， 32-3--' 山
8) 拙稿不変資本充用上の節約」の位置と構成， ，経済論叢」第17:巻第5.6号， 1976年@


























9) 子守村功，イタイイタイ病吉正毒説の追求， r科学」第3B巻第11号， 621べ一九 1968年.





































































注意すべきは， 1932年，コ γ トレル電気収塵機がまず第ーに，有価物回収を
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12) I牧田環氏談(其 )J 1933年， 133ベ一九
日〉 向上.136-139ペ λ 
























































回 (80) 第 119巻第1・2号
大戦後1958年になってからである。
第6表環境中排出鉛量年次変化
年 I(e:鉛実収率 IcB鉛取扱量I@廃物鉛量|⑬収塵鉛量 ⑮環鉛境中耳百量
1921 83.0 % 5938 t 1009 t 218 t 791 t 
1926 89.9 4462 451 152 299 
1930 87.6 5489 681 227 454 
1935 88.8 9294 1041 763 278 
1939 89.0 9970 1097 871 226 
(出所) @ r拡炉」第四号，骨"r三井拡』宜 I年史帯」巻1，102ベ ジ。
。=lBlx(1一品〕 ⑮=@-@ 
第7表放散亜硫酸ガス量年次変化
年 |取忍ガス量'i分〕 塔ガ前ス亜濃硫酸度 1 皿H尚 硫 率 1 放(散mガス量'/日〕
1918 下 12 0.45 % 22.4 % 60 
1<H9 上 12 0.42 25.0 54 
下 16 0.44 18.6 83 
1920 上 16 0.27 16.9 52 
19同下 0.10 44.4 
1926 上 0.09 49.9 
1933 下 21 0.13 50.0 20 
1934 下 21 0.16 38.5 30 
1939 上 30 0.13 41.0 33 





































16) rイタイイタイ病裁判」第l巻， 537へー ク。

























17) 地域公害問題研究会，地域社会と公害問題6 富山県神通川イタイイタイ病事件 ， r.涯
済評論J1973年2且号， 156ページ。




























84 (84) 第119巻第1. 2号
以上のように，神岡鉱山の公害問題は， 資本の廃物に対する 3つの関係'"
すなわち. C IJr不変資本を生産する労働の節約という不変資本充用上の節約」













• 18) 拙稿 「不変資本充用上回鮪約」の位置と構成前掲参鳳
